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外科領域におけるCS-807の 臨床的検討

加藤繁次 ・小野成夫 ・田中豊治

東京歯科大学外科学教室

新しく開発された経口用セファロスポリン系抗生物質であるCS-807を21例 の外科的感染症に使

用し,その臨床的効果,細 菌学的効果,自 他覚的酬乍用ならびに臨床検査値への影響を検討した。

CS-807は 三共株 式 会 社 で 開 発 され た 経 口用 セ フ ァ ロ

スポ リン系抗生 物 質 で,そ の構 造 式 はFig.1の ご と く,

優れた抗 菌活性 を示 すが 経 口吸 収 され な いR-3763の4

位カルボ ン酸 に イソ プロ ポキ シ カル ボニ ル オ キ シエチ ル

をエステ ル結 合 させ 経 口 吸 収 性 を 高 め た 薬 剤 で あ る。

CS-807を 経 口投 与 す る と,主 に腸 管 壁 のesteraseに よ

り加水 分解 され,活 性 なR-3763と し て抗 菌作 用 を発 揮

する。R-3763の 抗 菌 スペ ク トル は 広 く,グ ラ ム陽 性,

グラム陰性菌 に対 し有 効 で,従 来 の経 口用 セ フ ァロ スポ

リン系抗 生 剤 が 抗 菌 力 を有 し な いEnterobacter, Ser-

ratia, indole (+)Proteusに も有 効 で あ るが,緑 膿 菌 に

対 しては抗 菌作 用 を示 さな い。 また β-lactamaseに 対

する安定性 も高 く,低 毒性 で 重篤 な副作 用 は認 め られ て

いない1)。

Fig. 1 Chemical structure

a) CS-807

b) R-3763 (Active metabolite of CS-807)

我々は外科領域 の感染症 に本剤を使用 し,そ の臨床的

効果,細 菌学的効果,副 作用,臨 床検査値への影響につ

いて検討 したので報告する。

1.研 究 方 法

1986年1月 よ り1986年7月 まで,東 京歯科大学市 川

総合病院外科で外来加療を施行 した外科的感染症の うち

21例 を対象 とした。

本剤 の投与方法は,全 例に100mg錠 を使用 し,3例 に

1回100mgを1日2回,18例 に1回200mgを1日2回 食

後に投与 した。投与期間は最短3日,最 長8日 で,総 投

与量は,0.6gよ り3.2gで あった。

臨床的効果は,外 科的処置の有無 にかかわ らず,本 剤

投与後3日 以内に感染症に関す る自他覚症状 所見の改

善がみ られた もの を著効(Excellent),同 症状 所見の

改善に4日 以上8日 間以 内を要 した ものを有効(Good),

症状 所見の改善 に8日 間以上要 した ものをやや有効

(Fair),同 症抗 所見が本剤投与 に もかかわ らず不変

または増悪 した もの を無効(Poor)と した。

細菌学的検討 は,膿,浸 出液等 の好気性 お よび ガス

パ ック法 による嫌気性培養に よった。副作用は,嘔 気

下痢等の消化器症,ア レルギー性皮膚反応等の自他覚

所見の有無 より判定 し,併 せて投与前後 の末梢血の赤血

球数(RBC),白 血球数(WBC),血 小板数(Plts.), 血

清GOT, GPT, LDH, A1-Pの 変動を検討 した。

II.成 績

対象 とした外科的感染症 としては,療 疽6例,感 染性

粉瘤4例,急 性化膿性乳腺炎4例,痴1例,肛 門周囲膿

瘍3例,皮 下膿瘍1例,皮 膚軟部組織蜂窩織炎1例,創

化膿1例 で,年 齢は18歳 より67歳 にわた り,男 性5例,

女性16例 であった(Table 1)。

療疽 に対 して は全例 が1日400mg投 与 で,著 効4例

(症例1,2,5,6),有 効2例(症 例3,4)で,本 剤投

与 によ り臨床 的効 果 が得 られ たの は6/6(100%)で
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Table 1 Clinical effects ©f CS.807 in surgical infections
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あった。全 例に切 開排膿 術 が施 行 され てお り,3例 に細

菌学的検 討 が な さ れ た 結 果,Staphylococcus aureus

(以下Saureus)1株,Staphylococcus hominis 1株,

Staphylococcus cohnii 1株,Peptostreptococcus

magnus(以 下P.magnus)1株,Enterobacter

cloacae1株,Bacillus spp.1株,Corynebacterium

spp.1株 が検 出 され たが,そ れ らはす べ て投 与 後 消 失 し

た。

感染 性粉瘤 に対 して は1例 に1日200mg(症 例8),3

例に1日400mgが 投 与 さ札 その 臨床 的効 果 は有 効 が4

例鱈 有 効率4/4(100%)で あ った。4例 と も投 与 前

に切開排膿術が 施行 され て お り,全 例 に細 菌 学的 検 討 が

なされた結果Staphylococcus epiderrnidis(以 下S

epidermidis)2株,Saureus 1株,Escherichia coli

1株,P.magnus 1株,Peptostreptococcus prevotii

1株,Propionibactenum acnes1株,Anaerobic

gram positive coccus1株,Corynebactenum spp.1

株が検 出され た。 それ らは投 与 後 すべ て 消失 した。

急性化膿 性 乳 腺 炎4例 に対 して は2例 に1日200mg

(症例1L12),残 りの2例 に1日400mg(症 例1a14)

が投与 さ払 そ の臨床 的 効 果 は著 効2例(症 例1L12),

有効2例(症 例1a14)で,有 効 率4/4(100%)で あ っ

た。2例 に対 し本剤 投与 前 に切 開排 膿 術 が施 行 され,1

例に対 してはやは り投与前に膿瘍 穿刺が施行 され,得 ら

れた膿の細菌学的検討がなされた。

S.epidermidis1株,P.magnus2株

Peptostreptococcus anaerobius1株 が検 出 されたが,

これらの菌は投与後 すべて消失 した。

肛門周囲膿瘍3例 全例に本剤1日400mgが 投与 され,

著効1例(症 例15),有 効2例(症 例16,17)で,臨 床 的

効果が得 られたの は3/3(100%)で あった。本剤投 与

前に2例 に対 して切開排膿術 が,(症 例1517),1例

に対 して膿瘍穿刺(症 例16)が 施行 され,そ の うち2例

の細菌学的検討 がな された。 その結果S.epidermidis

1株,E.coli2株,Morganella morganii 1株,

Clostridium bifermentans1株 が検出 されたが,こ れ

らの菌は投与後すべ て消失 した。

痴 は1例 で本剤が1日400mg投 与 さね その臨床的効

果は有効(症 例18)で あった。本剤投与前 に施 行 され た

切開排膿術時 に得 られた膿 よりS.aureusが 検 出された

が,細 菌学的効果は消失であった。

皮下膿瘍は啓部膿瘍の1例 で,本 剤が1日400mg投 与

され,そ の臨床 的効果 は有効(症例19)で あった。投与

前に施行 された切開排膿術の際に得 られた膿 を細菌学 的

に検索 したが,菌 は得 られなかった。

下肢の皮膚軟部組織 峰窩織炎 は1例 で,本 剤1日400

Table 2 Isolated organisms and bacteriological effect of CS-807
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Fig. 2 Hematological changes after CS.807 administration

WBC RBC Pltm,

Fig. 3 Changes in liver function after CS-807 administration

GOT GPT LDH AI-P

mgが 投与 され てお り,そ の臨床 的効 果は有効(症 例20)

であ った。投与前に施行 された乱切による排膿術時の創

面 よりSterptococcus pyogenes 1株 とP,magnus 1

株が検 出されたが,そ の細菌学的 効果は消失であった。

創化膿 は手掌部の犬 による咬創縫合後 に認められた1

例で,創 のデブ リドマン後再縫合し,本 剤 を投与 した。

その臨床的効 果は著効 であった。

以上21例 中著効8例,有 効13例 で,本 剤投 与 によ り

臨 床 的 効 果 が 得 られ た の は21/21(100%)で あった

(Table1)。21例 中細菌学的検討が施行 され た14例 に

っ いて,起 炎菌 と考 えられ る臨床 分離菌 は16種 類28株

で その内訳 は,好 気性 グラム陽性球菌10株,好 気性

グラム陰性桿菌6旅 嫌気性 菌12株 で あった。本剤 に

よる細菌 学 的効果 を検 討 す る と,全 株 消 失 で あった

(Table2)。

本剤の1日 投与量 と臨床的効果の関係を検討すると,

1日200mg投 与 が3例 で,著 効2例 有効が1例 である

のに対 し,1日400mg投 与 は18例 で,著 効6例,有 効12

例 と有意差 は認め られなかったが,1日200kg投 与例は

軽症例が多い傾向があった。

nl.副 作 用

本剤投与によるもの と考えられる愚 甑 嘔吐 下痢な

どの消化器症状,発 疹 などのアレルギー性皮膚臨 そ

の他 の自他覚所見 も全例 に認 められなかった。

IV.臨 床検査値 へ の影響

本斉般 与前後 に末檎血の 白血球数(WBC)お よび赤血

球数(RBC)が 検討 されたのは14例 で,末 梢血の血小板

数(Plts.)が 検討 され たのは13例 で,本 剤投与によるも
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のと考えられ る異常値 は認 めなかった(Fig2)。 また

本剤の肝機能に対する影響を検討す るために,投 与前後

の血清GOT,GPT,Al-P,LDHの 変 動 を13例 を

対象として検討したが,や は り本剤投与 によるもの と考

えられる異常値は認めなかった(Fig.3)。

V.考 察

新しく開発された経 口用セ ファロスポ リン系抗生物質

であるCS-807は 。経口投与 され る と腸管 壁 のester-

aseにより加水分解さ札 経口的 に非 吸収性ではあ るが

抗菌的には活性 であるR-3763と して吸収 され る。R

-3763の抗菌スペ ク トラムは従来の経口用セフ ァロスポ

リン系抗生剤 より広 く,Enterobacter,Serratia,in-

dole(+)Pmteusに も抗菌作用 を示すが,緑 膿菌 に対

しては無効である。我々の症例からグラム陽性球菌10

株,好 気性グラム陰性桿菌6株 嫌気性菌12株が検出

されたが,緑 膿菌はこの中に含まれておらず,全 株投与

後消失した。

経口用抗生剤は外来で使用される頻度も高く,充分な

安全性の確立がなされねばならないが,今 回の21例の

検討においては,本 剤に起因するものと思われる自他覚

所見は認められず,末梢血 肝機能への影響もなく,安

全性の高い抗生剤と考えられた。
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A CLINICAL STUDY ON CS-807 IN SURGICAL FIELD
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Clinical and laboratory studies were performed on CS-807 in 21 patients with surgical infections and the

following conclusions obtained.

CS-807 was administered orally at a daily dose of 200mg to three patients and 400mg to 18 patients for 3-

8 days.

A good clinical response was obtained in all of 21 cases, the efficacy rate being 100%.

No adverse events(subjective or objective) or abnormal findings were observed in laboratory parameters.


